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論文審査要
 ヒ
日
 本論文はWaish-Fourler級数について研究したもので5章からなっている。Walsh直交函数系が
 重要な性質を持つ函数系であることを1932年にP乱1eyが注目しその基本的諸性質を与えた。その後,
 Fine等によりこの函数系の群論的意義が指摘せられ幾多の興味ある結果が得られた。著者の研究はこ
 れらを引継ぎさらに発展せ・しめたものである。
 第1章ではW駐Ish多項式による近似について研究している。函数の連続率と最良近似の次数との間
 の完全な関係式を得たのは注目すべきである。第2章ではWeyiの意味の分数次積分が,函数の三角
 フーリエ級数のmultipnerであることに着目してWalsh-Fourier級数のある種のmuitipiierを
 研究している。特にこれが分数次積分の性質をもつものを調べ,これを利用して函数の線形近似の問
 題を研究している。L・(P>1)の函数については飽和近似と最良近似との関係について完全な結果を
 得た。第3章ではWalsh-Fourier級数の平均収束を論じている。Lp(P>1)の函数のW躍sh展開が
 L・一平均収束することは上述のPaleyの論文中最も重要な部分である。しかしその証明は非常に複雑
 であり,かつρ顎1の場合等のcriticalcaseが分らない欠点がある。著者は∫(∬1のWalsh-Fo皿憾一
 er級数の部分和を5。(∬)とする時,5。(幻は∫eしの上の線形作用素として,弱い意味の(1,1)形であ
 ることを非常に簡単に証明している。これから上記Paieyの定理の証明はもとより,crl七icalcase
 の問題点,即ち∫eムの時,∫eLlo9+しの時の問題等も解決している。またこの方法で所謂Paieyの
 分解定理も簡潔に証明されることが指摘されている。第4章は絶対収束の問題で,三角函数系に対す
 るBeurlingの定理がそのまま成立することが示してある。最後の章ではWaish函数系の群論的解釈
 による拡張を論じ,如何なる場合にPaleyの理論が構成できるかを調べている。特にPaleyの分解定
 理について詳しぐ研究し,これが成立する場合と成立しない場合とを完全に解決している。
 以上を綜合して著者はWalsh函数系をとって,特殊な位相群の上のフーリエ解析のモデルとしてそ
 の深い研究を行い,この方面の研究に重要な寄与をなしたものと考えられる。よって渡利千波提出の
 論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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